
   
 
        
日 曜 １ 月 の 予 定  日 曜 ２ 月 の 予 定 
16 火  

 

1 木  
17 水 除草班長会議 2 金  
18 木 女性部会 3 土 器具点検 
19 金 植栽グループ長会議  配分金支払日 4 日  
20 土  

5 月 
入会説明会（シルバー人材センター） 
理事会 21 日  

22 月  6 火  
23 火  7 水  
24 水  8 木 安全適正委員会 
25 木  9 金 広報委員会 
26 金  10 土  
27 土  11 日 建国記念の日 
28 日  12 月 振替休日 
29 月 事業運営委員会 13 火 入会説明会（南流山センター） 
30 火  14 水  
31 水  15 木 女性部会  「シルバー流山」発行 

◎新入会員のご紹介（敬称略）（〇で囲んだ数字は地区名） 

上田 利充 ② 若松 末男 ② 青葉 光悦 ③ 佐々木健二 ⑨ 平沢 識稔 ⑨ 橋倉 久則 ⑨ 
齊藤  誠  ⑩ 尾関 良子 ⑩     

◎就業中における転倒事故防止対策について 
千葉県内において、転倒による死亡事故（1件）及び入院1カ月以上の重症事故（2件）が発生した

ことを受け、千葉県シルバー人材センター連合会から転倒防止対策に向けた注意喚起が発せられまし
た。冬期期間をむかえ、路面凍結による滑り、つまずき等による転倒事故が多く発生する時期となるこ
とから、下記の事故状況と事故防止対策を確認のうえ、作業にあたっては十分ご注意ください。 
転倒事故の多い職群：①清掃作業 ②屋外作業 ③駐輪場作業 ④就業途上（徒歩・自転車） 
転倒事故の要因：①バランスを崩す9件 ②物につまずく7件 ③段差5件 ④階段3件 
転 倒事故防止対策：①水溜まり、凹凸、斜面、段差等はないか ②路面が凍結（積雪）していないか 

③滑りにくい作業に適した靴を履いているか ④床が濡れていないか（特に清掃） 
～ 作業前の“指差呼称”で確認、安全対策を付して作業を開始！！ ～ 

◎火災件数が増加しています！  
市では、「火を消して 不安を消して つなぐ未来」をスローガンに火災予防運動を展開してきまし

たが、令和4年中に発生した火災は、前年と比べて3件増加し28件であり、火災種別ごとの件数では
「建物火災」17件、「車両火災」1件、「その他火災」10件となって増加傾向にあります。また、火災
による死者は2人、負傷者は6人で、前年と比べて5人増加しています。 
火災はちょっとした不注意から発生し、大切な物など全てを灰にしてしまいます。以下のポイントに

注意し火災予防を実施しましょう。 
① ストーブやコンロ等に安全装置の付いた機器を使用 ② 住宅用火災警報器の設置及び定期点検 
③ 部屋の整理整頓、寝具、衣類およびカーテンに防炎品を使用 ④ 消火器等の設置 
⑤ 高齢世帯は避難経路と避難方法を常に確保 ⑥ 防火防災訓練への参加、地域の防火対策の実施 

 
◎就業者を募集しています！ ～詳細はホームページ就業情報で確認できます～ 
◆ 清掃関係 会社内清掃(西初石、三輪野山、前ケ崎、平和台)・清瀧院(名都借)・陽廣院(松ヶ丘)・ 
マンション(木)・アパート(東初石)・ケアパートナー流山(デイサービス/市野谷)・生涯学習センター(中) 
セレモニーホール(西初石) ◆ 自転車関係 自転車整理：流鉄沿線 放置自転車対策：初石駅  
◆スーパー カート回収(東深井) 早朝品だし(江戸川台)  ◆受付 病院(おおたかの森北)   
◆その他 植栽、除草、障子等張替業務      ※就業希望の方は、事務局までご連絡ください 

 
和服をきちんと着こなした女性が電車に乗ってきました。 
座席に座るときは着物の裾を手で持ち上げてゆっくりと腰

かけ足元もしっかりと揃えられていました。彼女の美しい動作・落ち着いた表情に心の
動揺を覚えました。人はきちんとした服装になると、行儀や物腰もきちんと……。 
しかし、私たちはとかく外観は問題ではない“中身“（心）が大切だと思いがちですが、中身が外観に、つまり

心が身だしなみに表われるとともに、身だしなみが心を引き締めるのでは……。 
服装の乱れは心の乱れです。つねに身だしなみを整えましょう。《外観も大切にしましょう》 
本年も「シルバー流山」のご愛読よろしくお願いいたします。               （都築 宣治・記） 

  

会 員 数：令和５年１２月３1日現在 

計 ７１９ 男性 ５３９ 女性 １８０ 

（４） 

事務局だより
Tel  04-7155-3669 

Fax 04-7154-1839 
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池内 弘行  ・都築 宣治 
羽田野 耕一・寺崎 文子 

安全に  手抜きのできる  ところなし 


